
全国230のミュージアムによる

おうちミュージアム

北海道博物館 学芸員渋⾕美⽉



神流町恐⻯センター
（サンリュウチュウになりきり）

熊本博物館Youtube

川崎市岡本太郎美術館
（壁画がモチーフの
モビール）

⼋雲町⽊彫りの熊資料館（ペーパクラフト）

新潟市歴史博物館（すごろく） 北海道博物館（レシピ）



■北海道
北海道⽴北⽅⺠族博物館
釧路市こども遊学館
苫⼩牧市美術博物館
だて歴史⽂化ミュージアム
⼋雲町郷⼟資料館
よいち⽔産博物館
北海道開拓の村
野幌森林公園⾃然ふれあい交流館
丸瀬布昆⾍⽣態館
⿊松内町ブナセンター
浦河町⽴郷⼟博物館
北海道⽴図書館
札幌市博物館活動センター
アポイ岳ジオパークビジターセン
ター
いしかり砂丘の⾵資料館
様似郷⼟館
厚岸町海事記念館
美幌博物館
函館市縄⽂⽂化交流センター
■⻘森県
縄⽂の学び舎・⼩牧野館
■岩⼿県
御所野縄⽂公園
宮古市崎⼭⾙塚縄⽂の森ミュージア
ム
奥州市⽜の博物館
■宮城県
地底の森ミュージアム（仙台市富沢
遺跡保存館）
仙台市縄⽂の森広場
東北学院⼤学博物館
仙台市博物館
吉野作造記念館
東北福祉⼤学芹沢銈介美術⼯芸館
■福島県
南相⾺市博物館
福島市⼦どもの夢を育む施設 こむ
こむ

■茨城県
産業技術総合研究所 地質標本館
常陸太⽥市郷⼟資料館
■栃⽊県
國學院⼤學栃⽊学園参考館
■群⾺県
神流町恐⻯センター
群⾺県⽴歴史博物館
群⾺県⽴⾃然史博物館
群⾺県⽴⼟屋⽂明記念⽂学館
■埼⽟県
⼾⽥市彩湖⾃然学習センター
さいたま市⽴博物館
川⼝市⽴⽂化財センター
埼⽟県狭⼭丘陵いきものふれあいの⾥センター
川⼝市⽴科学館
飯能市⽴博物館きっとす
⾏⽥市郷⼟博物館
埼⽟県⽴歴史と⺠俗の博物館
埼⽟県⽴川の博物館
■千葉県
南房総市教育委員会⽣涯学習課
⼤網⽩⾥市デジタル博物館
館⼭市⽴博物館
鴨川市郷⼟資料館
松⼾市⽴博物館⼀宮町教育委員会
君津市⽴久留⾥城址資料館
袖ケ浦市教育委員会⽣涯学習課
千葉県⽴中央博物館
千葉県⽴関宿城博物館
千葉県⽴現代産業科学館
流⼭市⽴博物館
⽂鉄・お札とコインの資料館
我孫⼦市⿃の博物館

■東京都
⾜⽴区⽴郷⼟博物館
武蔵野ふるさと歴史館（武蔵野市）
北区⾶⿃⼭博物館
野球殿堂博物館
町⽥市⽴博物館
板橋区⽴郷⼟資料館
國學院⼤學博物館
品川区⽴品川歴史館
紅ミュージアム
国際基督教⼤学博物館湯浅⼋郎記念館
切⼿の博物館
⼤森 海苔のふるさと館
勝海⾈記念館・郷⼟博物館・⿓⼦記念
館
東京おもちゃ美術館
コニカミノルタサイエンスドーム
（⼋王⼦市こども科学館）
武蔵国分寺跡資料館
練⾺区⽴⽯神井公園ふるさと⽂化館
がすてなーにガスの科学館
千代⽥区の⽂化財（千代⽥区⽴⽇⽐⾕
図書⽂化館⽂化財事務室）
⽇本オリンピックミュージアム
⽇本銀⾏⾦融研究所貨幣博物館
明治⼤学博物館
紙の博物館
板橋区⽴教育科学館
⼭のふるさと村ビジターセンター
東洋海洋⼤学マリンサイエンスミュー
ジアム
■神奈川県
ニュースパーク（⽇本新聞博物館）
川崎市岡本太郎美術館
神奈川県⽴地球市⺠かながわプラザ
（あーすぷらざ）
神奈川県⽴⽣命の星・地球博物館
茅ヶ崎市⽂化資料館
JICA横浜海外移住資料館

■⼭梨県
⼭梨県⽴科学館
⼭梨県⽴博物館
⼭梨県⽴美術館
⼭梨県⽴⽂学館
■新潟県
⼗⽇町市⽴⾥⼭科学館越後松之⼭「森の学校」キョロロ
新潟市歴史博物館
■富⼭県
滑川市⽴博物館
朝⽇町埋蔵⽂化財保存活⽤施設まいぶんKAN
⾼岡市⽴博物館
■⽯川県
こまつの杜
⽯川県⽴歴史博物館
⼩松市埋蔵⽂化財センター
能美市⽴博物館
⼩松市⽴図書館
⽯川県輪島漆芸美術館
■福井県
福井県陶芸館・越前古窯博物館
美浜町歴史⽂化館
鯖江市まなべの館
■⻑野県
信州⼤学⼤学史資料センター
⻑野市⽴博物館
⽇本ラジオ博物館
中野市⽴博物館
■岐⾩県
岐⾩県博物館
中津川市鉱物博物館WEBミュージアム
多治⾒市モザイクタイルミュージアム
富加町郷⼟資料館
■静岡県
磐⽥市⻯洋昆⾍⾃然観察公園
静岡県⽴森林公園
■三重県
三重県総合博物館（MieMu）
松浦武四郎記念館
皇學館⼤学佐川記念神道博物館



■愛知県
名古屋市港防災センター
⽇本モンキーセンター
城とまちミュージアム
名古屋市博物館
INAXライブミュージアム
豊⽥市⾃然観察の森
徳川美術館
蒲郡市⽣命の海科学館
豊橋市⾃然史博物館
刈⾕市歴史博物館
蟹江町歴史⺠俗資料館
中京⼤学スポーツミュージアム
新美南吉記念館
弥富市歴史⺠俗資料館
古川美術館
■滋賀県
滋賀県⽴琵琶湖博物館
ヤンマーミュージアム
⻄堀榮三郎記念探検の殿堂
滋賀県⽴琵琶湖⽂化館
■京都府
漢検漢字博物館・図書館
京都市⻘少年科学センター
京都国⽴博物館
京都市環境保全活動センター
京都市南部クリーンセンター環境学習施設
「さすてな京都」
⽇本の⻤の交流博物館
■⼤阪府
⼤阪市⽴⾃然史博物館
国⽴⺠族学博物館
⼤東市⽴歴史⺠俗資料館
⼤阪府⽴弥⽣⽂化博物館
泉佐野市⽴歴史館いずみさの
⼤阪くらしの今昔館
さかい利晶の杜茨⽊市⽴⽂化財資料館
吹⽥市⽴博物館

■兵庫県
甲⼦園歴史館
⻄宮市⼤⾕記念美術館
公益財団法⼈⽵中⼤⼯道具館
川⻄市教育委員会社会教育課
神⼾ファッション美術館
伊丹市⽴博物館
■奈良県
⾹芝市⼆上⼭博物館
奈良県⽴⺠俗博物館
奈良県⽴万葉⽂化館
歴史に憩う橿原市博物館
■和歌⼭県
和歌⼭県⽴紀伊⾵⼟記の丘
わかやまスポーツ伝承館
■⿃取県
童謡・唱歌とおもちゃのミュージアム わらべ館
■島根県
島根県⽴⼋雲⽴つ⾵⼟記の丘
出雲科学館
奥出雲多根⾃然博物館
出雲弥⽣の森博物館
島根県⽴古代出雲歴史博物館
松江歴史館
公益財団法⼈鉄の歴史村地域振興事業団
浜⽥市⽴⽯正美術館
弥⽣ブロンズネットワーク（荒神⾕博物館・加茂
岩倉遺跡ガイダンス・出雲弥⽣の森博物館・島根
県⽴古代出雲歴史博物館）
■岡⼭県
⾼梁市成⽻美術館
倉敷市⽴⾃然史博物館
倉敷市⽴美術館
■広島県
みよし⾵⼟記の丘ミュージアム（広島県⽴歴史⺠
俗資料館）
ふくやま草⼾千軒ミュージアム（広島県⽴歴史博
物館）⼤和ミュージアム（呉市海事歴史科学館）

■⼭⼝県
岩国徴古館
防府市⻘少年科学館ソラール
防府市地域交流センターアスピラート
⼭頭⽕ふるさと館
下関市⽴考古博物館
■徳島県
あすたむらんど徳島
川⼝ダム⾃然エネルギーミュージアム
■⾹川県
⾹川県⽴ミュージアム
丸⻲市猪熊弦⼀郎現代美術館
菊池寛記念館
中津万象園
⾹川県埋蔵⽂化財センター
■愛媛県
坂の上の雲ミュージアム
■⾼知県
創造広場「アクトランド」
■福岡県
⼤野城⼼のふるさと館
福岡市博物館
北九州市⽴⾃然史・歴史博物館 いのちのたび博物館
⼤牟⽥市⽴三池カルタ・歴史資料館
九州歴史資料館
■佐賀県
⿅島市⽣涯学習センター・エイブル
■⻑崎県
佐世保市博物館島瀬美術センター
諫早市美術・歴史館
■熊本県
熊本博物館
⼋代市⽴博物館未来の森ミュージアム
熊本県⽴装飾古墳館
⽔俣病センター相思社・⽔俣病歴史考証館
桜の⾺場城彩苑 熊本城ミュージアムわくわく座
熊本県⽴美術館
歴史公園鞠智城・温故創⽣館
御船町恐⻯博物館

■宮崎県
⼤淀川学習館
宮崎県総合博物館
■⿅児島県
かごしま近代⽂学館・かごしまメ
ルヘン館
⿅児島市⽴美術館
■沖縄県
琉球⼤学博物館
漫湖⽔⿃・湿地センター
⻄表野⽣⽣物保護センター
やんばる野⽣⽣物保護センター
ウフギー⾃然館
沖縄県⽴博物館・美術館（おき
みゅー）



「ひとつひとつのミュージアムが

⾃分たちでやったこと」



1 おうちミュージアムとは？

2 オンラインだからこその良いこと

3 課題、変化が必要なこと！

4 強みと弱みを補い合いながら



1
おうちミュージアムとは？
どうしてはじまった？



昨年の2 ⽉末に
全国の学校が臨時休校になり

⼦どもたちの過ごし⽅が課題に



全国のミュージアムも
⻑期の臨時休館に

↓
オンラインでコンテンツ配信を
はじめたミュージアムがちらほら









全国の230のミュージアムに広がりました
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SNSや地域内
での⼝コミで



2020年7-8⽉の参加館への
アンケート調査より

当館から遠く離れた地域の地⽅局や地
⽅紙からの取材や、全国放送の取材を
受けることもあった。参加館それぞれ
のページがマスコミ取材などで注⽬を浴
びてアクセス数が増えると、おうちミュー
ジアムの参加館⼀覧のページを通じて他の
参加館のアクセスが増えていたも
のと思われる。インターネットを使った情
報発信は本来世界中に発信できるものの、
どうしても地域博物館の⾃⼒発信では注⽬
してくれる利⽤者層が所在地域周辺にばか
り偏ってしまうが、おうちミュージアムは
そんな地域の垣根を取り去り、イン
ターネット発信効果を⾼めるものであった。



2020年7-8⽉の参加館へのアンケート調査より

全国の博物館の取り組みを知ることにより、刺激になり、
これからの⾃分たちのモチベーションになりました。

おうちミュージアムの取組を知り、多くの 館が⼀緒に発信することで
私たちも⼒を借りられるのでは思いました。
また、個⼈的に主旨にも感銘を受けました。当館が参加する頃には、参
加館が180 館を越えていました。多くの館か同゙し思゙いなのたど
知り、頑張ろうという気かわ゙きました。



2
伸ばしていきたい！

オンラインだからこその良いこと



利⽤者からのメール（2020年3⽉）

国内には事情があり不登校や⾃宅学習をしている⼦どもが⼤勢おり、
家でこのようなコンテンツと触れ合い遊べることは、
当事者の⼦どもたちやご家族にとってとても有り難いことだと
思います。



利⽤者からのメール（2020年3⽉）

国内には事情があり不登校や⾃宅学習をしている⼦どもが⼤勢おり、
家でこのようなコンテンツと触れ合い遊べることは、
当事者の⼦どもたちやご家族にとってとても有り難いことだと
思います。

これまで
ミュージアム
を利⽤できな
かった⼈に
届けられる
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（2020年7~8⽉実施アンケート N=130 複数回答）

回答数

（北海道博物館 研究紀要第6号にて掲載・ウェブで公開）
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他業界に
利⽤しても
らいやすい



来館の代替⼿段と捉えず、
オンラインだからこその発想で



3
課題

変化が必要なこと！
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利⽤者の声が得られたか（回答数）
（2020年7~8⽉実施アンケート N=146）

（北海道博物館 研究紀要第6号にて掲載・ウェブで公開）
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利⽤者との
関わり⽅



2020年7-8⽉の参加館へのアンケート調査より

（ウェブサイトの）独⾃サーバーを持っていないため、お役所ルール
の壁に⽴ちはだかられました。コンテンツ⼀つオープンするのにも全員
供覧要決裁なので時間がかかる。

当館は単独のホームページを持っておらず、また SNSもFacebookしか
運⽤していなかった。そのため参加を決定するにあたり、インターネット
上で他館のような活発な取り組みがどれほど⾏えるであろうかという迷
いがあった。結果的にはTwitterの運⽤を開始した。



2020年7-8⽉の参加館へのアンケート調査より

（ウェブサイトの）独⾃サーバーを持っていないため、お役所ルール
の壁に⽴ちはだかられました。コンテンツ⼀つオープンするのにも全員
供覧要決裁なので時間がかかる。

当館は単独のホームページを持っておらず、また SNSもFacebookしか
運⽤していなかった。そのため参加を決定するにあたり、インターネット
上で他館のような活発な取り組みがどれほど⾏えるであろうかという迷
いがあった。結果的にはTwitterの運⽤を開始した。

インターネット
活⽤のための

環境・制度・意識の
バージョンアップ



4
強みと弱みを

補い合いながら連携



臨時職員

館⻑



強み弱みを
補い合い いろんな⼈

の視点を
活かし合い



2020年7-8⽉の参加館へのアンケート調査より

現在、博物館が抱える悩みは共通課題だと思いますので、ほかの博物館と
のつながり、情報共有をしたいという思いが強いです。

これまでにない動きと思うが、おそらくそれらの業務を担当する職員の負
担も少なくないと思う。このような部分でもお互いに協⼒できたり、連携
できるような取り組みがあるとよいと思う。

インターネットによる博物館活動には、利⽤者との関係という⾯でも、ま
たミュージアム同⼠という⾯でも、来館⾒学という従来型の形態にとらわ
れない別の強みがあり、それは各館の個別の枠組みを超えた、地域やテー
マごとによる様々なミュージアムの新しい連携を可能とするように思う。



各回50名が参加した交流会（2020年12⽉と2021年1⽉に開催）
グラフィックファシリテーターの⽅々の協⼒による記録の⼀部

（北海道博物館提供）



参加者の声から決まった6つのテーマに分かれて対話

1.オンライン
ミュージアム
・企画展 2.利⽤者との

コミュニケーション
評価

3.どんなコンテンツが
利⽤者に求められてい
るかのリサーチ

4.教育現場・福祉
・観光など、

他の業界との連携

5.ミュージアム同⼠
のコラボ

6.リアルとオンラ
インのつなぎ⽅





グラフィックファシリテーターの⽅々の協⼒による記録の⼀部



交流会で⽣まれた2つの連携企画
いろんなミュージアムが共通のテーマで発信
●⽇本銀⾏ 貨幣博物館さん発案
「#おうちミュージアムへ初詣」

●神奈川県⽴⽣命の星・地球博物館さん発案
「#全国SNSミュージアム巡り」
1⽉ #当館のウシ
2⽉ ＃当館の節分、＃当館のハート
3⽉ ＃当館のひな祭り

→分野横断的で多様な投稿が並ぶ



オンラインで連携するコミュニティとなり

関わるだれもが⾃由に活⽤し、協⼒しながら

いっしょになって、⾯⽩くしていきたい



ありがとうございました

北海道博物館 渋⾕ 美⽉
011-898-0456/ m.charenga@pref.hokkaido.lg.jp

（道⺠サービスグループ）



参考

▼おうちミュージアム ウェブサイト

https://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/ouchi-museum/

▼おうちミュージアム 交流会の記録

https://miro.com/app/board/o9J_lZy3QtI=/

▼全国のミュージアムと取り組んだ「おうちミュージアム」

ー参加ミュージアムを対象としたアンケート調査の結果報告ー

北海道博物館研究紀要 第６号 p127-138

https://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/wp-
content/uploads/2021/04/bulletin_HM_vol6_08_p127-138.pdf

https://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/ouchi-museum/
https://miro.com/app/board/o9J_lZy3QtI=/
https://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/wp-content/uploads/2021/04/bulletin_HM_vol6_08_p127-138.pdf

